
貸借対照表の要旨 (平成21年12月31日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

流 動 資 産 4,399,122 流 動 負 債 2,636,279
固 定 資 産 2,306,671 固 定 負 債 905,638

負 債 合 計 3,541,917
株 主 資 本 3,136,409
資 本 金 162,000
利 益 剰 余 金 2,974,409
利 益 準 備 金 40,500
その他利益剰余金 2,933,909
(うち当期純利益) (12,279)

評価・換算差額等 27,467
その他有価証券評価
差額金 27,467

純資産合計 3,163,876
資 産 合 計 6,705,793 負債・純資産合計 6,705,793

第 51 期 決 算 公 告
平成 22年３月 11日 神奈川県大和市上草柳172番地

日 新 工 業 株 式 会 社
代表取締役 中村 坦生

平成™™年š月˜˜日 木曜日 (号外第œ—号)官 報
相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
東
京
都
東
久
留
米
市
野
火
止
二
丁
目
九
番
、
最

後
の
住
所
埼
玉
県
新
座
市
新
堀
三
丁
目
八
番
一
二
e

二
〇
五
号

被
相
続
人

亡

江
刺
家
重
彦

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
三
月
十
一
日

事
務
所
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
仲
町
三
丁
目
二
番
二

四
号
朝
日
ビ
ル
二
階
新
井
修
市
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

横
山

豪

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
石
川
県
小
松
市
大
文
字
町
一
一
〇
番
地
、
最
後

の
住
所
不
明

被
相
続
人

亡

長
谷

節
夫

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
三
月
十
一
日

石
川
県
小
松
市
芦
田
町
二
丁
目
一
八
番
地

相
続
財
産
管
理
人

潮
津

勇

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
徳
島
県
阿
南
市
橘
町
幸
野
二
四
番
地
、
最
後
の

住
所
徳
島
市
福
島
一
丁
目
一
〇
番
二
五
号
市
営
福
島

高
層
団
地
二
階
四
号
室

被
相
続
人

亡

金
子

康
行

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
三
月
十
一
日

兵
庫
県
明
石
市
大
明
石
町
二
丁
目
八
番
一
六
号

相
続
財
産
管
理
人

司
法
書
士

穴
田

智
久

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
高
知
県
南
国
市
里
改
田
一
六
五
三
番
地
、
最
後

の
住
所
高
知
県
南
国
市
里
改
田
一
六
五
三
番
地
の
九

被
相
続
人

亡

森
國
千
惠
子

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
三
月
十
一
日

事
務
所
高
知
県
高
知
市
石
立
町
七
五
番
地

相
続
財
産
管
理
人

吉
本

修
治

無
縁
墳
墓
等
改
葬
公
告

墓
地
閉
鎖
に
と
も
な
う
無
縁
墳
墓
等
に
つ
い
て
改
葬
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
墓
地
使
用
者
等
、
死
亡
者

の
縁
故
者
及
び
無
縁
墳
墓
等
に
関
す
る
権
利
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
年
以
内
に
お
申
し
出
下

さ
い
。

な
お
、
期
日
ま
で
に
お
申
し
出
の
な
い
場
合
は
、
無
縁

仏
と
し
て
改
葬
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
承
知
下
さ

い
。平

成
二
十
二
年
三
月
十
一
日

一
、
墳
墓
等
所
在
地

愛
知
県
東
海
市
養
父
町
南
堀
畑
三

四
番
地

一
、
墳
墓
等
の
名
称

南
堀
畑
杉
江
墓
地

一
、
死
亡
者
の
本
籍
及
び
氏
名

不
詳

一
、
改
葬
を
行
お
う
と
す
る
者

愛
知
県
豊
田
市
乙
部
ヶ

丘
三
丁
目
二
〇
番
地
一
一
号

杉
江

光
義

無
縁
墳
墓
等
改
葬
公
告

墓
地
利
用
向
上
の
た
め
に
無
縁
墳
墓
等
に
つ
い
て
改
葬

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
墓
地
使
用
者
等
、
死
亡

者
の
縁
故
者
及
び
無
縁
墳
墓
等
に
関
す
る
権
利
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
年
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
期
日
ま
で
に
お
申
し
出
の
な
い
場
合
は
、
無
縁

仏
と
し
て
改
葬
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ

さ
い
。

平
成
二
十
二
年
三
月
十
一
日

一
、
墳
墓
等
所
在
地

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
竪
町

一
丁
目
二
番
一
三
号

一
、
墳
墓
等
の
名
称

安
國
寺
境
内
墓
地

一
、
死
亡
者
の
本
籍
及
び
氏
名

不
詳

一
、
改
葬
を
行
お
う
と
す
る
者

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉

北
区
竪
町
一
丁
目
二
番
一
三
号

宗
教
法
人
安
國
寺

代
表
役
員

玉
水

俊
哲

型
式
部
材
等
製
造
者
の
認
証
に
関
す
る
公
示

日
本
Ｅ
Ｒ
Ｉ
株
式
会
社
公
示
第
Ｋ
1
3号

建
築
基
準
法
（
昭
和

2
5年
法
律
第

2
0
1号
）
第

6
8条
の

2
3第
１
項
の
規
定
に
よ
り
型
式
部
材
等
製
造
者
の
認
証
を

行
っ
た
の
で
、
建
築
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
2
5年
建
設

省
令
第
4
0号
）
第
1
0条
の
５
の
７
第
１
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
認
証
を
受
け
た
型
式
部
材
等
の
種
類
、認
証
年
月
日
、

認
証
を
受
け
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
認
証
番
号
を
次

の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成

2
2
年
３
月

1
1
日

日
本
Ｅ
Ｒ
Ｉ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
中
澤
芳
樹

建
築
基
準
法
施
行
令
第

1
3
6条
の
２
の

1
1第
１
号
に
掲
げ

る
建
築
物
の
部
分（
認
証
年
月
日
：
平
成
2
1年

1
2月

2
4日
）

H
.
R
.
D
.
S
I
N
G
A
P
O
R
E
P
T
E
L
T
D

株
式
会
社
日
本
産
業

製
0
0
0
7
0
7
A
a
c
a
0
0
1
0
2
0
1、
製
0
0
0
7
0
7
A
a
c
a
0
0
1
0
2
0
2

製
0
0
0
7
0
7
A
a
c
a
0
0
1
0
2
0
3、
製
0
0
0
7
0
7
A
a
c
a
0
0
1
0
2
0
4

製
0
0
0
7
0
7
A
a
c
a
0
0
1
0
2
0
5、
製
0
0
0
7
0
7
A
a
c
a
0
0
1
0
2
0
6

製
0
0
0
7
0
7
A
a
c
a
0
0
1
0
2
0
7、
製
0
0
0
7
0
7
A
a
c
a
0
0
1
0
2
0
8

製
0
0
0
7
0
7
A
a
c
a
0
0
1
0
3
0
9、
製
0
0
0
7
0
7
A
a
c
a
0
0
1
0
3
1
0

製
0
0
0
7
0
7
A
a
c
a
0
0
1
0
3
1
1、
製
0
0
0
7
0
7
A
a
c
a
0
0
1
0
3
1
2

製
0
0
0
7
0
7
A
a
c
a
0
0
1
0
3
1
3、
製
0
0
0
7
0
7
A
a
c
a
0
0
1
0
3
1
4

製
0
0
0
7
0
7
A
a
c
a
0
0
1
0
3
1
5、
製
0
0
0
7
0
7
A
a
c
a
0
0
1
0
3
1
6

製
0
0
0
7
0
7
A
a
c
a
0
0
1
0
3
1
7、
製
0
0
0
7
0
7
A
a
c
a
0
0
1
0
3
1
8

製
0
0
0
7
0
7
A
a
c
a
0
0
1
0
3
1
9、
製
0
0
0
7
0
7
A
a
c
a
0
0
1
0
3
2
0

製
0
0
0
7
0
7
A
a
c
a
0
0
1
0
3
2
1、
製
0
0
0
7
0
7
A
a
c
a
0
0
1
0
3
2
2

製
0
0
0
7
0
7
A
a
c
a
0
0
1
0
3
2
3、
製
0
0
0
7
0
7
A
a
c
a
0
0
1
0
3
2
4

任
意
清
算
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
八
日
を
も
っ
て
解

散
し
、
会
社
法
第
六
六
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
総

社
員
の
同
意
に
よ
り
定
め
た
財
産
の
処
分
の
方
法
に
従
い

清
算
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
の
清
算
の
方
法
に
異
議
の

あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
二
年
三
月
十
一
日

神
奈
川
県
横
須
賀
市
太
田
和
二
丁
目
六
番
一
三
号

マ
ル
イ
商
事
合
資
会
社

代
表
社
員

河
畑
彦
次
郎

旅
行
業
協
会
ボ
ン
ド
保
証
制
度
保
証
金
取
戻
し
公
告

社
団
法
人
日
本
旅
行
業
協
会
ボ
ン
ド
保
証
規
程
第
三
十

一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
よ
う
に
公
告
し
ま
す
。

一
、
当
協
会
の
ボ
ン
ド
保
証
会
員
で
あ
っ
た
旅
行
業
者

^

旅
行
業
の
登
録
番
号
及
び
登
録
年
月
日

観
光
庁

長
官
登
録
旅
行
業
第
五
九
四
号

昭
和
五
十
六
年
六

月
十
八
日

_

商
号

海
外
旅
行
開
発
株
式
会
社

`

名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

海
外
旅
行
開

発
株
式
会
社

東
京
都
港
区
新
橋
三
丁
目
一
六
番
一

二
号

代
表
取
締
役

高
橋

慎
一

a

主
た
る
営
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

本
社
営
業

所

東
京
都
港
区
新
橋
三
丁
目
一
六
番
一
二
号

二
、
当
協
会
の
ボ
ン
ド
保
証
会
員
と
な
っ
た
年
月
日

平

成
十
一
年
九
月
三
日

三
、
当
協
会
の
ボ
ン
ド
保
証
会
員
と
し
て
の
身
分
を
失
っ

た
年
月
日

平
成
二
十
二
年
二
月
十
九
日

四
、
当
協
会
に
預
託
し
た
保
証
金
等
の
額

金
百
万
円
也

五
、
第
一
号
の
ボ
ン
ド
保
証
会
員
で
あ
っ
た
者
と
の
旅
行

業
務
に
関
す
る
取
引
で
当
協
会
の
ボ
ン
ド
保
証
会
員
で

あ
っ
た
期
間
に
お
け
る
も
の
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
権
に

関
し
旅
行
業
法
第
二
十
二
条
の
九
第
一
項
の
権
利
を
有

す
る
者
は
、本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
六
箇
月
以
内
に
、

当
協
会
の
弁
済
業
務
規
約
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
債
権
の
額
及
び
そ
の
取
引
が
成
立
し
た
時
期
並
び

に
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
を
記
載
し
た
認
証
申
出
書

二
通
並
び
に
本
会
の
ボ
ン
ド
保
証
規
程
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
ボ
ン
ド
弁
済
申
請
書
一
通
を
当
協
会
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
弁
済
業
務
規
約
に
定
め
る
弁

済
限
度
額
及
び
ボ
ン
ド
保
証
規
程
に
定
め
る
弁
済
限
度

額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、金
七
千
万
円
及
び
金
百
万
円
で
す
。

六
、
前
号
の
期
間
内
に
認
証
申
出
書
及
び
ボ
ン
ド
弁
済
申

請
書
の
提
出
が
な
か
っ
た
場
合
は
当
協
会
は
ボ
ン
ド
保

証
規
程
に
基
づ
く
弁
済
を
行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
第
四

号
の
保
証
金
は
ボ
ン
ド
保
証
会
員
で
あ
っ
た
者
に
取
り

戻
さ
れ
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
三
月
十
一
日

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
丁
目
三
番
三
号

社
団
法
人
日
本
旅
行
業
協
会

会
長

金
井

耿

Ÿ›
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